
社会福祉協議会は、略して｢社協（しゃきょう）｣と言い、誰もが安心して暮らすことの

できる福祉のまちづくりを進めるために設置されている民間の福祉団体です。

小
田
原
の
風
景
・
42

　

鐘
楼
の
平
和
の
鐘
（
本
町
）

小田原市社協イメージキャラクター

「夢・咲き福ちゃん」

社会福祉協議会は、略して｢社協（しゃきょう）｣と言い、誰もが安心して暮らすことの

題字：障がい者の自立のための生活・作業訓練等を行っている
　　　「なぎさ作業所」利用者の皆さん（６人による合作）
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寄付で広がる地域活動・支援の輪寄付で広がる地域活動・支援の輪寄付で広がる地域活動・支援の輪
少しでも誰かの役に立てたらと思う…「助け合いの気持ち」
お世話になったことへ恩返しをしたいという…「感謝の気持ち」
共感する活動に寄付というかたちで応援をする…「社会貢献」

動機はさまざまですが、多くの皆様から、このようなお気持ちでご寄付

が寄せられます。

小田原市社会福祉協議会では、ご寄付をされる皆様のお気持ちを大切に

受け取り、必要としている人、団体にお渡ししています。

本号では、寄付の受付窓口と、その活用方法についてご紹介いたします。
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●サロンなどの活動を
　応援したい

●不用になった物
　（新品同等）を
　役立ててほしい

●困っている人の
　手助けになれば

寄
付
者

市
社
協

地域活動や
ボランティアグループ

のために

活動費として
活用

車イス
イベント用機器

の整備

市社協の
貸出事業として

寄付物品
の贈呈

福祉施設・団体
支援を必要とする人へ

箱根登山鉄道を利用しての福祉観光ガイドボランティア
講座（箱根町社協、箱根ジオパーク、UMECO と共催）
でも寄付でいただいた車イスを活用

地域の交流の場として開催されるサロンの運営
にも活用

多く寄せられる食料品は、小田原市母子寡婦福
祉会のフードバンク活動でも提供

福祉施設で音楽演奏をするボランティアさん
寄付金はこうした活動にも活用

小田原市社協イメージキャラクター

「夢・咲き福ちゃん」



ホームページはホームページは で令和３年９月１日　第１３０号 小田原市社協

ボランティア活動、ボランティア活動、ボランティア活動、
支援を必要としている人・支援を必要としている人・支援を必要としている人・
団体のために活用団体のために活用団体のために活用

　●ボランティアグループ等活動団体助成金…本会に登録しているボランティアグ

　　ループ（令和 2 年度末で９６グループ）の自主的な福祉学習や活動を育成・

　　支援するための一部経費を申請に基づいて交付

　●貸出用の車イスやイベント機器の購入・維持経費

　●品物は必要としている福祉施設や住民の皆様に贈呈

ボランティア
センター

金銭と品物による寄付を

お預かりし、次のように

活用しています。

本会が法人として設立された昭和 51 年度から令和２年度までの間で、多く

の寄付金品をいただいています。

特に継続してご寄付をお寄せいただく皆様は、次のとおりです。

●寄付金（２０回以上ご寄付をいただいている皆様）
寄付者（敬称略） 回数 寄付の動機・目的など

磯崎　曻 ５４
寄付を目的に貯金したものを定期的に寄付

鈴木智惠子 ３３

三菱ケミカル労働組合神奈川支部 ３２ 組合員から集められた募金を寄付

さがみ信用金庫 ２５ 職員から集められた募金を寄付

小田原遊技場組合 ２３ 車イスなどの購入にあててほしいという意向で寄付

神奈川土建一般労働組合西相支部 ２０ チャリティイベントの収益を寄付

※小田原遊技場組合様につきましては、市民福祉基金への寄付（６回）も含みます。

●寄付物品（タオル）
寄付者（敬称略） 寄付回数・数量など

新玉地区社会福祉協議会
27 回・7,060 枚

地域で集めたもの

JA かながわ西湘女性部

JA かながわ西湘助け合い組織すみれ会

17 回・段ボール箱 140 箱＋ 1,588 枚

組合員、女性部、助け合い組織による「タ

オル・布切れ持ち寄り運動」で集められ

たもの

※ JA かながわ西湘グループ様につきましては、上記のほか、かながわ西湘農業協同組合、
　JA かながわ西湘葬祭株式会社様からボランティアセンターや市民福祉基金に、あわ
　せて４０回の寄付金をいただいています。

●寄付物品（車イス）
寄付者（敬称略） 寄付回数・数量など

小田原第一信用組合
17 回・65 台

役職員の奉仕金で購入した車イス

マックスバリュ東海株式会社小田原荻窪店

14 回・16 台

店内で集められたリサイクルゴミの収益

で購入した車イス

日本競輪選手会神奈川支部

7 回・17 台

チャリティオークションの売り上げで購

入した車イス

●寄付物品（特技を生かした手作り品）
寄付者（敬称略） 寄付回数・品名など

生沼建具店
29 回

手作りベンチ、写真立てなど

窪田布団店

23 回・座布団

不用になった綿を活用し、新しい座布団

に仕立て直したもの

ボランティアセンターでお預かりした寄付金品は、次の

貸出事業にも活用しています。

●介護などで必要な人のために
機器 申込受付 貸出期間 利用料

車イス 利用時 １年以内（更新可） 無料

●地域や施設での行事のために（イベント用機器）
機器 申込受付 貸出期間 利用料

綿菓子機

４カ月前 ７日以内 500 円ポップコーン機

かき氷機

着ぐるみ（５種類） ４カ月前 ７日以内 無料

●学校や会社での体験学習や研修などのために
機器 申込受付 貸出期間 利用料

車イス
４カ月前 ５日以内 無料

高齢者疑似体験セット

◎お貸しする対象

　・小田原市内に在住、在勤、

　　その他本会が認めた人や団体

◎留意事項

　・貸出、返却の際は、申請者ご

　　自身で運搬をお願いします。

　・使用中の事故につきましては

　　一切責任を負えませんのでご

　　承知ください。

　・イベント用機器返却の際は、清掃をしてお持ちください。

　　「着ぐるみ」についてはクリーニングをしてください。

◎車イスのご利用について

　予約制ではありません。

　事前に在庫などをご確認のうえ、

　本会にお越しください。

多く寄せられる車イスなどについては、必要とする人に、

タオルなどは福祉施設で活用されています。

44 年間で 2,932 件
１億 1,653 万 2,355 円の寄付金

車イスは
470 台利用中
（令和２年度末時点）

着ぐるみは人気キャラクターと
パンダ、ウサギの５種類

●高齢者疑似体験セット
おもり、ゴーグル
やサポーターを身
につけて、身体の
不自由さなど、高
齢者に起こりやす
い症状を疑似的に
体験し、高齢者の
気持ちを理解する
ためのセットで
す。

経済的に困っている人の生活を支えるため、生理用

品も受け付けています。お問い合わせは本会ボラン

ティアセンター（☎ 35-4000）までお願いします。

市民福祉
基金

基金に積み立て、利息を

地域福祉活動に活用して

います。

交通遺児
援護基金

基金に積み立て、利息を

次のように活用していま

す。

地域福祉活動のために活用地域福祉活動のために活用地域福祉活動のために活用

　　設置：昭和 58 年３月１日

　　令和２年度末時点利息：1,139 万 1,002 円（累計）

　　同 時 点 で の 活 用 額：1,029 万 4,241 円…地域で実施される活動を進めるため

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の経費として活用

●受付状況（１５回以上ご寄付をいただいている皆様）
寄付者（敬称略） 回数 寄付の動機など

中央労働金庫小田原支店推進幹事会 ２０ チャリティゴルフ大会の収益を寄付

株式会社千歳観光　グランドホール小田原店 １７ 店内でチャリティ販売をした収益を寄付

37 年間で 337 件
5,205 万 6,144 円の寄付金

交通事故で親を亡くされた交通事故で親を亡くされた交通事故で親を亡くされた
お子さんのために活用お子さんのために活用お子さんのために活用

　　設置：昭和 51 年３月１日

　　令和２年度末時点利息：1,226 万 1,490 円（累計）

　　同 時 点 で の 活 用 額：1,039 万 6,162 円

●受付状況（１４回以上ご寄付をいただいている皆様）
寄付者（敬称略） 回数 寄付の動機など

神奈川県自転車商協同組合小田原支部 ５５
放置自転車リサイクル事業の売上の

一部を寄付

学校法人崎村学院　崎村調理師専門学校 ２８
チャリティ学院祭で模擬店、バザー

などを実施した際の収益金を寄付

神奈川県中古自動車販売商工組合 ２５
チャリティオークションでの募金や

模擬店の収益金を寄付

小田原スポーツ合気道教室 １５
合気道教室で生徒などに呼びかけて

集まった募金を寄付

小田原少年少女合唱団 １４
チャリティコンサートで呼びかけて

集まった募金を寄付

44 年間で 501 件
4,983 万 3,946 円の寄付金

　本会に交通遺児世帯として登録された次の世帯に、見舞金、支度金や激励金などを贈

　呈しています。

●対象世帯
　　交通事故により、父親または母親がお亡くなりになった２０歳未満のお子さんが

　　いる世帯

　　※自動車事故のほか、列車・電車・船舶・航空機など、交通機関の運行上の事故も

　　　含みます。

●支度金・激励金などの贈呈
種類 対象 贈呈時期 贈呈内容

支度金

小学校に入学する

とき 入学式が

行われる前月

50,000 円

中学校に入学する

とき
50,000 円

中学校を卒業する

とき 卒業式が

行われる月

100,000 円

高等学校を卒業する

とき
100,000 円

激励金

満年齢が６歳に満た

ない未就学遺児を扶

養する世帯

その年度の３月 20,000 円

次の各学年の課程を

修了したとき

　小学校１～５学年

　中学校１・２学年

高等学校１・２学年

各学年の課程を

修了した月
20,000 円

祝い金 成人を迎えたとき

その年度の３月

100,000 円

支給品
小学校、中学校、高

等学校などの在学者
２万円相当の品物

見舞金
交通遺児世帯となっ

たとき
登録されたとき 100,000 円

※表中の金額は予定です。

　変更になる場合があります。

本会所定の申請書に必要事項をご記入のうえ、ご登録いただきます。

登録には事故証明などが必要になります。

申請書は本会窓口で配布もしくは、郵送いたしますので、まずはお問い合わ

せください。（☎３５－４００９）　※登録された個人情報は、本事業以外には使用しません。

☎ 35-4009
☎ 35-4000

●高齢者疑似体験セット
おもり、ゴーグル
やサポーターを身
につけて、身体の
不自由さなど、高
齢者に起こりやす
い症状を疑似的に
体験し、高齢者の
気持ちを理解する
ためのセットで

令和２年度は 36件、111 万 7,519 円

令和２年度は 16件、48 万 243 円

令和２年度は 19件、144 万 4,221 円
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どうもありがとうございました
　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　（令和 3 年４月２０日～７月２０日）

お名前（敬称略） 金　　額

はちの会 27,533 円
磯崎　曻 32,237 円
さがみ信用金庫 124,542 円
特定非営利活動法人小田原市障害者福祉協議会 800,000 円
山王小一期生同窓会 9,358 円
匿　名（4件） 6,000 円

合　　　　　　計 999,670 円

お名前（敬称略） 品　　物

小林和子 マスク

ＮＰＯ法人報徳食品支援センター 食料品・トイレットペーパー

市川雅子 食料品

島野慶子・山本優子 衣類用洗剤

橋本忠晴 紙オムツ

新玉地区社会福祉協議会 タオル

小田原・足柄地域労働者福祉協議会 米・車イス

岸田春男 車イス・紙オムツ

関　友香 洗剤・調味料

村田篤子 紙オムツ

椎野知枝子 手作り小物

匿　名（６件） 衣類・食料品
紙オムツ・米・他

お名前（敬称略） 金　　額

石井艶子 10,000 円
小澤　仁 200,000 円
特定非営利活動法人小田原市障害者福祉協議会 500,000 円
匿　名（4件） 27,000 円

合　　　　　　計 737,000 円

お名前（敬称略） 金　　額

神奈川県自転車商協同組合小田原支部 19,200 円
匿　名（９件） 9,000 円

合　　　　　　計 28,200 円

　各種寄付金品については、寄付者のご意向に沿い、目的にあった

　運用及び活用をさせていただいています。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　考案者：災害ボランティアチームDARST 調理師　関　直子さん

被災地であまり味わえない甘味。長期にわたる避難所生活では、食べる楽しみや、

甘いものを食べてリフレッシュすることも、避難所生活を乗り切る大切な要素

です。あるものを利用して、お手軽スイーツを作ってみましょう。

　　　　材料（２人前）
　　カンパン：６個、ゆであずき缶：１缶、塩：少々

　　　調理時間：約１５分
　　　
　　　作り方

① 鍋にあずきを入れ、同量の水を入れます。

　② 更にカンパンを入れ、温め始めます。

   ③ 塩を入れ、１５分ほど火にかけます。

　④ 器に盛って完成です。

○法人全体
（総務企画・地域福祉・ボランティアセンター等）　　
TEL ３５－４０００・FAX ３５－６９０２
○福祉まるごと相談事業　
TEL ３５－４０２０・FAX ３５－６９０２
○ケアプラン作成
TEL ３５－８１７０・ FAX ３２－４１３９                                                              
○ホームヘルパー派遣
TEL ３５－８１４３・FAX ３２－４１３９

福 ち ゃ ん の い い ね！知っておくと

災害時非常食レシピ
被災地でスイーツ、カンパンぜんざい

　　　　

　　　調理時間：約１５分
　　　
　　　作り方

　　

               　あずきが入っていた缶に水を入れると、
 　　  あずきと同量になります。

　　

               　

 　　  あずきと同量になります。

ポイント

　　

               　カンパンはふやかすので、水の状態
 　　  から入れてもOKです。

　　

               　

 　　  から入れてもOKです。

ポイント

　　

               　塩をひとつまみ入れることで、砂糖を
 　　  使わなくても甘味が増します。

　　

               　

 　　  使わなくても甘味が増します。

ポイント

「災害ボランティアチームDARST」
レシピをご紹介された

　　　　　　　　　　　　　　　　

さんからのコメント

　　　食べ続けると飽きてしまう

　カンパンですが、こんなに美味しい

　スイーツに変身するとは思いませ

　　んでした。

消防士、調理師、介護福祉士など、さまざまな分野のプロフェッショナル

の皆さんで構成されているボランティアチームで、被災地のさまざまな要

請に応える活動をしています。

「災害ボランティアチームDARST（ダースト）」

福祉用具販売・レンタル・住宅改修

営業時間  8:45～17:45　 定休日 日曜・祝日

秦野営業所／秦野市南矢名5-15-17　TEL.0463-86-6122

介護保険指定事業者番号　1472300308
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